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被 服 と 流 行
中 嶋'朝 ・ 子
1。被 服 と流行
現代 の我 々は国際的 な接触の機会 が多 く,様 々 な世界の被服 を見 る.ことがで
きる。EXPQ.70で1さ民族 本裳 の競 演 をみ る思いが レた。同 ρ木 問が着 る もの
で あるに も拘 わ らず千差万別で ある。 また服 装史 をひも といてみ る時,そ の変
化 に驚 ろ く。
一見,千 差 万別 ・千変万化 の様相 をみ せてい る入類 の服装 も,こ れ らを類 別
して み ると比 較的簡単 にな る。Flug。1①はSt。a・。の分顛 どMuller-Lyerの
分類 を紹介 して い る。、その母要 は次 の通 りで ある。
『Stratzは,(1)PrimitiveCostume
(2)TropicalCostume
(3)ArcticCostume
の 三 っ に 分 け て,こ れ は 表 服 自 身 の 性 質 に 基 づ く と こ ろ の 分 類 で あ る 。
Muller-Lyerは,(1)FixedCostume
(2)Modish(Fashinable)Costume
の 二 つ に 分 け て い て,こ れ は 社 会 学 的 分 類 で,衣 服 自 身 の 性 質 に 関 係 し て い る
の で は な く,心 理 的 ・歴 史 的 ・噛-社会 的 関 係 に お い て 把 握 さ れ た 分 類 で あ る 。
FixedCostumeを 細 別 して
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と してい る。 このFixedCostumeの本 質は,(1)時間的 には比較的永続 するカ～
空 間的 には大 きな変化 が ある。つ まりそれぞれの社 会団体 によって独特の衣服
形 態 を もって いる。(2)一般 の社会 に対 し,特 定 の人々の グルー プを特徴 づ けて
い る。(3)グルー プ内 の個 人 と個人 との聞 に形態的 同一性 があ る。
これ に対 し,FashionableCostumeは,(1)時間的 に早 く変化 し,こ の変化
こそがま さにその本質的特色 で あ るσ しか し空 間的 には僅 かの変化 しか ない。
つ ま り同 じ文化の影響 に支配 され;適 当 な交通機関 のあ る ところに速 やか に拡
が る傾向 をも ちつ ・世界 中に伝 播す る。② グループ とか民族 ・国家 によ る区別
が な く,模 倣 が原則 で あ る。(3)個人個 人の服装 が着用者 の個性 的 な趣味 嗜好 に
よって変化 が ある。』 と。
私 はFixedCostume特に民族服'・民俗服 に興味 をもってい るが,被 服の全
貌 を把握 す るにはFashionableCostumeにっいて も認 識 を深 め ねば ならなp
と考 え,流 行 に関す る書物 を多少読 んではいたもの ・現 在私 な りの認識 を体系
化 す るまで に深 まってい ない。 まず流行 に関す る文献 によ り諸学 者の考 え を整
理 してみ る ことが先決だ と考 えた。 しか し文献 を集 める ことも至難 なこ とで,
引用 文献 として よく紹介 されてい るもの ・中 にはう 日本 で は現在入 手困難 な も
のが ある。 た とえば ドイ ツの社 会学・者GeorgSimmelの"Fashion"Inter-
nationalQuarterly1904-1905,であ る。
こ こで は入 手で きた社会学者 ・心理 学者達 の流行 に関 す る論説 に基 づ いて,
被服 の流 行 がなぜ存在 し,如 何 に してつ くられ,そ して その流行 を支 えて いる
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人間 の心理 に触 れ るこどにしたい。
II.流行の概念 ・本 質
流 行 とは英語 のFashionに相 当す る 日本語で あ る,とい う見解 に基づ いて取
扱 って ゆ く。流行 とい う言葉 は社 会学者 ・心理 学者 ・経済学者 ・産 業人 ・一般
大衆 などによって異 なった立場で認識 されてい る。社会学者 ・心理 学者 は流 行
を社 会集団 の現 象 と して把握 し,経 済学者 は消 費者行動の対 象 として研 究 し,
産 業人 は流行 を商品化す るための流行現象 の追 求 と流行 のス タイルの創 造 に意
欲 を燃 や してい る。一般 大衆 は流 行 を追 うことに余念 がない とい う一面 があ る。
か ・る立場 の相違 はあって も,現 在 自由諸 国の人 々の多 くは流 行 と無関係 には
生 きて いない,む しろ流行現象 に敏感で あ る。
ところで流 行の概 念 につ いては,諸 学者 の見解 は大体共 通 してい る。荻 村昭
典氏 ②は 「流 行 は概 念的 に定義 す れば,社 会現象 の一つ で,一 定 の社会 の中で,
ある一定 の期 間内,そ の社会 の相 当広範 囲の人 々が,趣 味 嗜好 ・生活態 度 ・思
考判断 な どにおいて,模 倣 を媒 体 と して とる,流 動 的 な社会的 同調行動 の様式
で ある。社会的同調行動 をとる反面,自 己 を他者 か ら区別 しよ うとす る自己顕
示の欲求 をみ た しなが ら,一 定の社会 の中で くりか えされる,一 時的 で非合理
的 な行動 の一形体で あ る。」と要約 してい る。 さらに流 行 にっ いて詳細 な見解 を
述べ てい る学者達 の諸論 文が ある。
アメ リカの社会心理学 者KimballYoung③は流 行 につ いての書 出 しに,『流
行 は以 前 は個人 間の接触 によってゆ っ くりと拡 が り変化 した,し か し今 日では
急速 な伝達 と輸送 の手段 によって急速 に拡 が り変化 す る。 それ故,流 行 は大衆
な らび に集団 の行動 と関連 してい る。 こ こで はFashion・Fad・Crazeの本
質 と,こ れ らの心理 学的特徴 と流 行の変化 の社会的機能 につ いて取 扱 う。』と述
べ ,『 流行 は現 在広 く行 われてい る慣 例 ・様 式 ・作法,あ るいは特 有 の表現 と
か表 象,あ るいは慣 習 それ自体 が変化 をゆ るす ところの これ らの特 殊 な文化 的
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特徴 として定義す ることがで きる。 もし我々 が慣習 を社会行動 の固定的 で持 続
的 な現 われ と考 えるな らば,流 行 は この一般 的 な受容 の範 囲内で ゆる され る変
化で あ る,と 考 えるこ とがで きる。換 言すれ ば,流 行 とは形 態 において周期的
変化 を主題 とす る ところの文化 にお いて,一 般 に流布 す る様 式 とい うもの にあ
て は まる。衣服 ・建築 ・乗物 ・会 話,そ して芸術 や庶 民哲 学 におけ る流 行 は現
われた り消 えた りす る。』と概説 して い る。
KarlyneAnspach④は,『 流 行 は,広 義 において,慣 習 の よ うなもので,話
し方 ・歩 き方 ・食事 ・服装 な どの 日常生活 に受容 れ られた習慣 で ある,と 定義
す るこ とがで きる。 しか し慣 習の よ うに,そ の あるが如 きを保 存す る傾向 をも
っ の とは違 って,流 行 は変化 を重 ん じる。慣 習は過去 を尊 重 す るが,流 行 は現
在 を尊重 す る。一っの流行 が他 の流行 に展 開 して ゆ く時,古 い もの は保持 され
っ ・も新 しい何 かが加 わる。そ れは新 しい流行 を特徴 づ ける新 しい要素である。』
と述べ てい る。
何 れ も慣 習 との相違 を指摘 す るこ とによって流行 の概 念 を明 らかに してい る。
そ して流行 の範囲 を人 間の文化現象,特 に民間 に広 く行 われて いるそれ らを主
なる もの と考 えて いる。 これ に対 しHerbertG.Blumer⑤は次の如 く述 べ て
い る。 『流 行 は服装 において明 らかで あるが,広 い分野 に作用す る。 その分野
は,絵 画 ・音楽 ・演劇 ・建 築 ・室 内装飾 ・接待 ・文学 ・医 学療法 ・経 営 ・政治
・哲学 ・心理学 ・社会科 学,そ して物理 学 ・数学 の分野 にまで及 ぶ。絶 えず変
化 して止 まない社会生 活の如何 な る分野 にも,流 行 はその侵 入路 を開 かれて い
る。 これに対 し,流 行は原始社 会 ・農民社会 ・また はカース ト社 会の よ うな,
永 い間 の慣習 を通 して容認 され確 立 された ところの もの に密着 してい る固定 し
た社会で は殆 ん ど見受 け られない。Simme1も,や は りFolkと かCasteの
社 会,そ して現代社会 において も公益事 業団や宗 教 団体 の よ うなところで は身
分 を考 えることは不適 当であるから,流 行 は存在 しない,との説 明 をあた えてい
る。』と。 この よ うに流行 は社会生活 において変化 が容 易 に起 り うるよ うな社 会
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制度 の ところで は存在 す るが,固 定 した社会制度 の もとで は見受 け られ ないと
の見解 は何 れ も共通 してい る。
KimballYoung③も同様 の ことを述 べてい る。 『流 行は基本的道徳 観 を具現 し
た社会的慣習(mores)の中 には存 在 しない;流 行 は道 徳 とは無 関係 な民間習
俗の問 に存在 す る。流行 を支 えて いる思想 とか行動 の社会的流動 は永 久的で は
なく表面的で あ る,そ してゆっ く り変化 す るところのmoresと は対照的 に,
流 行 は高度 に一時 的でつ ねに流 動 して い る。 しかも流行 期 には流 行 は重要 で意
義深 いよ うに見 える。流行 は社 会的儀式 の一 面で あ る。HerbertSpencerの
言 った如 く,流 行 は儀 式的 な面 を持 ってい る。』と。彼 の言 うよ うに,流 行 はた
しか にお祝 いやお祭 りの儀式 のよ うに大衆 を惹、きっ け る魅 力をもって い る。 こ
の点 を指摘 してい るの はユ ニー クな見解で ある。
流 行 は慣習 よ りは流動 的で表 面的で あ るが,流 行 の変 化の もっ と皮相的 な姿
として,"fad"ま た は"craze""rage"があ る。Young③によれ ば 『"fad"
は着物 とか装飾 の細部 の もの に限定 されて いて,そ の効 果はつ ねに異 様で"悪
趣 味"で あると して,保 守的 な人々 によって容認 されない。"craze"または
"rage!'はもっ と広 範囲で持続性 の あるfadで ある,そ して形態 においてcraze
は刺戟的 で強 烈で興 奮 をあたえる。それ は確 か に精 神的流行性 があ る。』と。荻
村 氏 ②によれ ば,『"craze"は,一時 的で熱狂的 な社会的 同調現 像 に使 われる。
これ は社 会的 に広範囲 に影響 を及 ぼす もので,大 衆 的愚行 ともい われ る。"fad"
はfashionより範囲 や期 間が限定 された ものに使 われる。 た とえば,一 時的 に
普 及 してす ぐすた れて しまうもの とか,ま た は限 られた狭 い範 囲の 人々の間で
普 及 し,と か く社会の非難 を受 けや すい もの に使 われ る。』と。
B/umer⑤は流行 につ いての執筆 の 冒頭 に,『fadsとfashionとは根本 的 に
異 な る社 会現 象 に関連 して いる。流 行 はこの二 っの うちでは よ り重 要で あ る。』
と,そ してCollectivetasteの一、ジャ ンル と してfadsにつ いて詳 しく述 べ
てい る。 『fadsはゲー ム ・リクリ・エ ーシ ョン ・接待 ・食 事習慣 ・健 康 と民 間療
..
法 ・.服装 ・装飾 ・言葉 ・民 間信仰 の よ うな集団生活 の広 く異 なった領 域 にわた
って起 る。 けれどもfadsは表面的 にはfashionと似 てい るが,実 際 には集 団
行動 の別の ジャ ンルを構 成 して い る。最 も著 る しい相違 はfadsが歴 史的流 れ
をもって いないこ とであ る;そ れぞれのfadsは前 の もの とは独 立 して起 り,
後 に くるもの をあたえない。 この別 々の分離 した 自由 に流 動す る特性 はfads
がfashionとは違 って,集 団行動の 形態 や構造 をとるところの規則正 しい社 会
的過 程の役割 を果 して いないこ とを意味 す る。"faddish"とい う言葉 の軽蔑的
な言外 の意味 はfadsの異様で 問題 多 い情況 を指摘 して い る。fadsは階級組織
の社会 のいず れの階級 か らも拡 が る。fadsは"か げろ う"で ある。fadsは
crazeやboomのパ ター ンを辿 る6目 ざま しく刺戟 の強い外観 を呈 してはびこ
り,突 然 注意 を惹 きつ けて,衝 動的 な採 択 を誘導 し,た ・"その魅 惑 を使 いはた
すのみ で急速 に衰退す る。fadsは伝 統 的・な社 会 で も現 代社会 で も如何 な るタ
イプの社会 にも起 る。 その普遍 性 は,fadsが 人 間 存 在 において 自然 に起 りう
る根源 をもっている ことを暗示 してい る。』と,以 上の よ うに,fadsが如何 な る
社会制 度の ところでも存在す るのに対 し,流 行 は カー ス ト制 度の よ うな固定 し
た社 会 には見 られない。流行 は歴 史の流 れの中 に存在 し,そ の現象形態 は時代
の文化 を象徴 してい る,の とは根 本的 に異 なって いること を強諷 して いる。
III.被服 の流 行
流 行 は服 装の中 に顕著 にみ られ る,と は上述 の学者達 の記述 で もあ り,一 般
民衆 も是認 す るところで あろ う。 この被 服の流行 につ いて考察 す るこ とを通 し
て,流 行 に関す る理論 に も言及す る。
(1)流行 はなぜ存在 す るか
前述 の如 く,流 行 は原始社会 やイ ン ドのカース ト社会の よ うな固定 した社会
には殆 ん ど見受 け られ ない。KarlyneAnspach④は,『 流行は相異す る社会集
団 が存 在す る ところで起 る。流行 の動 きは上層 と下層の グルー プ間の垂直方向,
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あ るいは同 じ階層の グループ間 または同 じグループの メ ンバー間の水平 方向で
ある。 グルー プ間 または グルー プ内の流動 をゆるす ところの階級 制度 の社会 は,
流 行 の起原 には都合 がよい。 グル ープ間の階級的差別 の よ うな要 素,グ ルー プ
問の緊密 な接触,一 つの グルー プか ら他 の グルー プへ の流動の速度 は流行 の移
動 に影響 する。』と,流 行の起 りやす い条件 を述 べて い る。
Flugel①も流 行の起原 を階級制度 の中 に認 めて次 の如 く述 べて いる。 『固定
した コスチュームの制度 が効果 を奏す る限 りでは,そ れぞれの社会 階級 はその
階級 に属 した コスチュー ムを着 る ことで満足 してい る。 しか しある階級 と他 の
階級 との間の障壁 が取 除 かれやす くなると,っ まりある階級 が上 の階級 の地位
を熱望 しは じめる ど,階 級 を特徴 づ ける当面 の印 とかシ ンボル が危 うくなって
くることは明 らかなこ とであ る。 とい うの は称讚 され,羨 や ま しが られ る階級
の人 々の真似 をす るの は人 間の基本的 な癖 で あ るか ら。 それ故,下 の階級の人
々 は上 の階級 の人 々の真似 をす る傾向 が ある。同時 に,.上流 の人 々の衣 服や徽
章 を複製 す ることによって模倣 の第一歩 を踏み 出す ことにな る。 しか し上流社
会で は,彼 等 の優 れて い るこ とを示す 印 を取 除 くこ とを喜 こば ない。 そ こで彼
等 は次 の二っ の方法で彼等 の服 装 の差別 を保持 しよ うとす る:(1)彼等上流 社会
の独特 の服装 の使 用 を他の 階級 の人 々が用 い ないよ うにす る薯侈 禁止令 を出す
ことによって,(2)他の階級 の人 々 が複製 して用 いる ので,そ の真似 られた服装
を放 棄 して,新 しい形 の着物 を採 用 し,階 級差 別 を再 び確 立 しよ うとす ること
に よって。(1)の方法 は度 々試 み られた が,滅 多 に効果 が なかった。 そこでお そ
かれ早 かれ(2)の方法 に訴 えなければな らな くなり,か くして流行 は生 れた。』と。
我 が国 における平和 な江戸時代 の階級的社会 制度 を基盤 と して生 れ た服装 には
これ を物 語 る実例 が多い。階級制 度の社会で は,流 行 は小部 分 の人 々の 問 に始
ま り,そ れが次第 に上流 社会 に普 及 し,流 行 の出現 は上流 社会 の聞や都会 にお
いてのみ見 られた。西洋 において も同様 で,貴 族 の 間 にの み流行 の存 在 が顕著
で あ った。 ところが社 会構 造の変化 と共 に流 行の あ り方 が変化 して きた。
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フラ ンス革命 は中産 階級の勃興,次 いでデモ クラシーの勃興 を誘発 し,流 行
は必然的 に下の階級 に拡 が り,社 会全体 が流行 の波 にの まれて しま う。 しか し
完全 なデモ クラシー の社 会 になって しま うと,真 似 される優 れた階層 がな くな
り流 行 にお ける競 争 は終 ったかの よ うに見 え.る。 しか し実際 には流行 の貴族 性
は形 を変 えたので ある。即 ち高等 売春婦社 会 ・舞台 ・スポ ーツ などがその貴 族
性 に寄与 していた。 さ らに産業革 命 によ る経 済界 の動 きは,流 行 が総 ての階級
に拡 が る時,大 量生 産 と輸送 と分 配の近代 化 によ り最 新で一流 のモ デル を急速
に大量 に相 当安価 に複 製 して供給 す るよ うになった。 そ して二十世 紀後 半の流
行 はマス ・コ ミの媒体 の発達 と共 に巨大化 し,大 量生産 ・大量販 売の媒体 とし
て必要 欠 くことので きない役割 を果 して い る。そ して今 日で は世 界的規模で流
行 が伝播 して いる。近世 の流 行 が上下 の垂直方 向 に伝播 したの に対 し,今 日の
流行 は水平 方向 に急速 に安価 に拡 散 し,商 業的利 益 を得 る塑め に流行 の回転速
度 が著 るし く増大 してい る。.『'.一 ジ 醒
・の よ うに・階級制度 から起 った流行 は下 の晴恵 蓍 に蛭 蠣 却 攤 と,
両者間 の競争 ・個人 間の競争,つ ま り人 間の社憂生 活鎮疹 いて優 者 に謇 りたい
とい う本能 に基 づ いて推進 す る。阿閉吉男 氏 ⑥ぢ,『 流行 は絶 えず 創 出者 と追
随者 をもってお り,そ れは前者 に対す る後 者の模倣 の過 程 の うちにあ らわれ る。
あ る時期 の服装 上の支配的 なス タイル の創 出・者が必要 で ある と同時 に,ま た そ
の追 随者 も必要 で あ り,両 者 の何 れ を欠 いて も,流 行 は成立 しない。』と。以上
の如 く,流 行 の存 在 は結局人 間の社会生活 を支 えてい る模倣 と競争 の本能 に基
づ いてい る。つ ま り模倣 と競争 とが流 行 の推進 力となって いる,と いえ る。
(2)流行 は如何 に してつ くられ るか
被服 の流行 の起 原 につ いてMadgeGarland⑦は,『 わた した ちの知 っ て い
る最初 の流 行意識 をもっ た女性 は,古 代 ギ リシャの前 の時代 にク レタ島 を中心
と して栄 えた ミノスの宮廷 の女性達で ある。』と述 べて いる。女性 ら しい直観 に
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基づ いた発言で ある。彼 の女達の服装 は写 真(1)のよ うなス タイルで あった。
C
FIiigelは次の如 く述 べ て い る。『個
写 真1.ミ ノ スの宮 廷 の女 性 の 服装
々の流 行は その起原 において他 の社 会
的産物 の如 く促 らえ難 い,そ れは丁 度,
噂 や酒落 が人 々の口 か らロへ伝 わって
その起 原が わか らな くな るの と同様,
その源 を辿 るこ とはむっ か しい。一般
的概 念 から言 えば,流 行 はパ リに住 む
神秘 的権威 者達 によって創 始 され るも
ので ある。事実 永 い間婦 人達 の流 行の
多くがパ リで生 れて きた。流行 は早 く
拡 がるが,し か し世の 中の隅 々 にまで
届 くには多 くの個 人個 人の手 を経 なけ
れ ばな らない,そ して伝 わって ゆ く間
に幾 分変 ってゆ く傾向 をもって いる。』
と。つ ま り,個 人個 人 が流行 を採 り入
れて ゆ く時 に個 性化 が行 われ るわけで
ある。
次 に流 行の形成 に必要 な要 素の概要 につ いて,彼 の見解 は次の如 くで ある。
『如何 な る場 合で も,新 しい流行 を創 り出す ため には新 しいデザ イ ンをつ くる
だけで は充 分で はない。デザ イ ンが流 行 とな るため には人 々によって着 用 され
ねばな らない。 この場 合,流 行 につ いての評論 家が人 々に印象づ け る発言 をす
るこ とはか な り効果 が ある。 また卓越 した人は流行 をつ くるの にあず かって力
があ る。 それ が被服 の分野 においてだ けで な く,如 何 な る分野 にお いても卓越
してい るとい うだけで。 それ と同時 に流行 を取 扱 う時 には,我 々は衣服 の個 ダ
の創始者 を考 え るだ けで な く,そ の衣服 を着 る人 々の集 団心理 をも考 えること
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が大切である。集団心理 は社会心理挙者 にとって興味 ある問題のようで,彼等
に よ撚 成功 した流 行 は時代精 ネ申を覿 してい るもので ある とい う・ しか し流
行 の中!ここの時ft精神 が如何 に表現 されてい るかにつ いて詳細 に述べ る段 にな
る と∵ 時 に朦朧 と姿 をか くして しま う。 しか るに長 い 目でみ ると流行 の変遷 の
議 が わかる.ようであ 豹 と・ そ して彼1よ西 欧 におけ るコスチュー ムの変遷 の
中1こその時代 の理想 を指 擣 して いる し,建 築様 式や室 内装飾 との関連 につ いて
も考察 して い る。
我 々の身近 かな経験 か らもこの事 は明 らかで ある。っ ま り第午 次世 界大戦後,
わが国 におけ る年配 の婦人達 の問 に洋服着用者 が多 くなった り,髪 を短 か くし
パ ーマ ネ ン トウェーブ をす るよ うになっためは,青 年の若 さやア メリカナイズ
の表 わ れとみ るこ とがで きる。 さ らに最近 の若 い婦 人達 の スカー ト丈 の極端 に
短 かいの はマ ス ・プロやマ ス ・コ ミによ り方 向づ け られ,営 利性 に基づ く商業
政策 がヤ ングをもてはやす結果 とはい うもの ・,こ の こと自体,ヤ ング を通 り
越 して幼稚 さを象徴 して い るもの ・よ うで あ る。 ひいて はヤ ングの精神的幼稚
さを誘 導 している,1とみ るのは不当で あろ うか。同時 に性的刺戟 にもなってい
る。 これに反揆す る傾 向,こ れ を補償す る傾 向はパ ンタロン ・ミデ ィ ・マキ シ
な どの 多様 化 を生 み出 して い る。Anspach④も 『服装 におけ る成 功 した流行 は
時代精 神 を充分表 出 して い るよ うで ある。で は流行 のス タイルは何 故文化 の シ
ンボル なの か?,こ の間 に対 す る答 は,文 化的環 境 ・流 行 に対 す る人 々の要求
・流行 品の製造 の三 者間の相互 依存的関係 の中 に存在 す る。 この関係 は図1の
よ うに円形 の流 れ として展望 す ることがで きる。
流 行 に対す る要求 は社会的 に進展 す る。一度 要求 が起 ると,こ の要求 を満 た
す ための製造 が試 み られる:そ の うちの ある もの が人 々 に受 入れ られ明確 な形
の流行 商品 に なる。流行 を受入 れる過程 において,暗 示 的 な着想 が人 々の注意
.を惹 く。人 々はこ れ まで の もの とは異 な る新奇 さによって新 しい反応 を呼 び さ
ま され る。 けれ ども一度流行 が採用 され ると,新 しく呼 びさ まされ た反応 は人
.・
間生 活のス タイルの一部 にな り,そ し
て流 行は文化 的精神 を象徴化す るよ う
に見え る。か くして流行 は文化 を再 び
形成 す るため に作用 す る。文化的環境
を変化 す ることによって,人 々は新 し
い態度 や価値 観 を促進 され,交 互 に,
それは新 しい要求 を誘発 し,流 行 の円
運 動 が再 び始 まる。』と。 文化 的環 境 が
流行 を推進 す るの に必要 欠 くことので ' 図1
きない要 素で あると考 え,流 行現象 は文化 の象徴化 で もある と,し てい る。
0さ ら
に,彼 の い う円運動 の要素の一つ で ある"need"の問題 で あるが,Young
は次の如 く述 べて い る。 『流 行は変化 を求 め る我 々の願望 ・逸脱 を求 め る願望
・他 人 とは異 なって いる ことを求 める願望 の上 に支 えられて い る。年 の初 めに
なると,我 々は新 しい着物 の調 製 ・住居 の改良 ・新 しい 自動車 の購 入 などを確
保 す る。 この 変化 を求 め る願望 の うち,ど れだ けが純粋 にあ きあき した ことに
対 す る心理的 作用 なの か,そ して どれだけが流 行 の文化 的パ ター ンの 自然の成
行 きなの か,を 語 ることは困難 で ある。』と。 しか し流行 を支 えてい る人間の願
望 とか要求 を否定 す るこ とは出来 ないよ うで ある。雑誌Pontの 中 の記 事で,
『流 行の受容 は共通の価値観 に立 って いる。』とい う意味 の こと を読 んだ ことが
あ る。Anspach④も 『変化の価値 における信頼 が社 会を通 じて流 行の受 容 を支
えてい る。』と,人 間の価値観 の問題 を提起 して いる。
最後 に円運 動 の要素"流 行品 の製造"の 問題 で あるが,Anspachは 『浪 費
をゆ るす豊 かな技術 文明 が流行 の実現 に原動 力 をあたえ る。』と述 べて い るが,
もっ ともなこ とで あ る。
以上,流 行 をっ くり出す要素 お よび それ を支 えて いる人間の心理 にも言及 し
たわけで あるが,社 会生活 におけ る人間の心理 の問題,つ ま り上述 の模倣 ・競
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争 や価値観 に して も,人 間の要求 や願望 に して も,社 会心理 学者達 の追求す る
ところで あ り,こ こで一寸彼 等 の流行 に関す る心理 学的理 論 に耳 を傾 けるこ と
にす る。
(3)流行 の社会心理学 的理 論
HerbertG.Blumer⑤は次 の如 く述 べて いる。『心理学 的説明 は,概 して世
間 に広 く行 われて いる社 会的形態 の固定化 に反対 す る革命 の感 覚 の表明 と して
流行 を取扱 って い1る。学 者達 の あ る人は,退 屈 や倦 怠 か ら逃 がれよ うとす る努
力,特 にレジャーク ラス にお ける場 合 を重要 と見做 して い る。 あ る人 は流行 を
日常生活 を粉飾 す るための遊 びに満 ちた気 ま ぐれ な刺 戟 に帰 してい る。 ある人
は新奇 な形 態 に突入す ることか らくる興 奮 に重点 をおいてい る。 また他 の人 は
流 行 をか くされた 性的興味 の象徴的表 われ と見做 して い る。特 に重要 なの は,
1931年EdwardSapirによ って 明言 された見解 で あ り,即 ち流 行 は 自己の魅
力 に何 か を附加する こ との努 力で あ る;流 行 はこれ まで広 く行 われて いた社会
的形態 か ら,新 奇で しか も社会的 に容認 され た出発 を通 して,自 己 を再 発見す
る手段 のよ うに思 われる,結 局人格的威信 または名声 に対 す る願望 の足跡 で あ
る。』と,心 理学 者達 の流行 に対す る見解 を紹介 し,「 これ ら種 々の心理 学的説
明 は不充分 であ り,種 々のフ ィー リングが流行過程 を上昇へ導 び くのは何故で
あ るか,ま た如何 に して その よ うな過程 をあたえ るの か,を 説明 してい ない。
∵…・… フ ィー リングの演 出のた めの媒体 として流行 の存在 を予想す る。』と述 べ
て,流 行 が その過 程 において上昇 を辿 り頂 上 に達 して衰退 す るが,そ れは フ ィ
ー リングの問題 で ある として提 起 してい る。
KimballYoung③も心理 学的立場 か ら種 々の見 解 を述 べて いるが,そ の中で,
『人間 の行 動や態度 に関 す る流行 の影響 は,流 行 のス タイルが人 々に受 けない
時 には如何 にい まわ しく見 えよ うとも,一 旦 受入 れ られる と殆 ん ど如何 なるも
の も美 しく適 切で あるよ うに見 えるb』と述 べて い るの は面 白い。 その よき例 は
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現代 の ミニ ス カー トの流行で あ る。辛 うじて お尻 がか くれ る位 の長 さの ス カー
ト丈 は戦前で は予想だ に しなか った もの だ し,も しそのよ うなものが着用 され
た と した ら恐 らく性 的刺 戟 を徴発 す るいまわ しい衣服 として排斥 され たに違 い
ないが,現 在で は若 さの象徴 とも考 え られ,我 々はそれに慣 らされて しま って
い る。 この ミニは時 代思想の一面 を象徴 してい ることは前述 の通 りで ある。
さらに流行 に対す る人間の態 度や行動 につ いて,阿 閉吉 男氏 ⑥は 『社 会心理
学的 にみ れば,流 行の さ きがけ をなす ものは,自 己 を他 の もの か らきわだたせ
よ うと し,流 行 を追 うもの は他 の もの か らお くれ まい として お り,い ず れの も
の にも自己主張 の傾 向 がある。流 行の渦 中に あるもの は,人 目をひ く着物 を着
た り,奇 抜 な髪 を結 うことによ って,自 己の存在 を明 白 なら しめよ うとす る。
そ こには自己主張 があ り,虚 栄 があ るとみて さ しつ か えない。 この よ うな個 人
の 自己主張 が,自 我の確 立 を特徴 とす る近代 社会 において顕著 であ るこ とは,
い うまで もない。』と述べ ているが,Young③も 『我 々 は,我 々の 自己主張 への
欲望,社 会的 に自己の存在 を明 らか に す る行動 をとろ うとする欲望 が流行 と流
行の変化 を増進 す る力強 い要 素で ある とい うことを疑 う余地 はない。』と述 べて
い る「。
最後 に,流 行 を論ず る時,社 会心理学者 の誰 もが引用している有 名なSimmel
の見解 を述べ る。Youngによ るSimmelの紹介 は次の如 くで ある。Pド イ ツ
の社会学者GeorgSimme1は,流 行 におけ る社会的同調性 と個性化 の こ の明
ち か な矛盾 を分 析 した。流行 は新奇 を求 め,差 異 を求 め,個 性化 を求 め る願望
を満足 させ,そ して しかも同時 に社会的適 合 と行動 の一致、をう く り出す。一旦
形 成 された流行 は社 会において,あ る性格 を完成 す るもので あ る。つ ま り流行
はconformity,securityandsocialsolidarityを求 め る願望 と,distinc-
tion,individualityanddifferentiationを求 め る願望 との間 の よ き平 衡 を得
て その性格 を完 成す る。』と。・即 ち人間は 自己の属 す る社会 か ら取残 された くな
い とい う気持 が はた らくと同時 に,一 方 自己 を誇示 し個性 を強 調 したい と思 う
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もので あるが,被 服 の流行 もこの一 見矛盾 す る心理 の平衡 を維持 しっ ・変化 し
て ゆ く。
、(4)被服の流行現 象の分析 曇
前述の如く流行現象はその時代の文イ璽 シ榊 レ:轡 うが洛 時代の1墜
の流行現象鹹 観することは臓 の文爆 麗 ・ζ些 なる・この月彭大な耄師
現象をF1・轟 次の方法で分析・噸 象:瞬瞬 デ爵 麟 た1灘
幾つかの変数を考… の変勦 よび変鞭 轡関々髄 図嚇 ・て榔 てGi.7d0
図 町
そ れ は 図2の よ うで,彼 の 説 明 は 次 の 通 りで あ る 。 『各 関 数 の 両 極 端 を,変 数
1で はDecorationとModesty,変 数IIで はBodyとClothe,変 数IIIで は
Y。u、hと_Mattiirty"と.ピ変.y.で は 人 拗 部 位 つ ま ・り.1>、mes.B。 。Qm.
B・tt-k・Abd°meパ存ζとす登・紳 こ姻 瞹 辮 網慰 ていな・'・他の
変数を嬾 ≒締 ・る・例・ば男堕 騨 噂 瞬 雉 的象撫 一1・)
のような響 汐 極 一ムの全体に重鰹 お鱒 贄 ・か一部におかれてい
るかなど適 服は暫 即 変勢のラ の瞬 示聯 もある齢 方
の極端にー TTLてゆく時に轡 の騨 に変!ξす鯉 碗 ・そ・て・た・れ
らの変数鷺 鰍 壁 ゆ ラ豸彎 鰹
,ジ藷飾に襲 おく蝦 の
装飾は人鯵 醗 鷺 磯:称 聯 轡 聯 し・即 ためすん・・
した四肢 を彊調すち家 つな装館(b荏芳 をするなどである。』と誤この図および説
明 を 式 に 導 び く と,流 行=f(1・II・III・IV…)とな り,流 行 は 変 数1・II・III
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写真2.中 世 の男女 の服装
・IVの関数で あ る。変数1お よび
II・III・IVは互 に独立で は ない か
ら,さ らに1=f(II),H=F(1)
の よ うに変数1は 変 数IIまたはIII
またはNの 関数,IIお よびIII・IV
も同様 の関係 が成立 す る。
順次,変 数の各 々 にっ いて概 要
を紹介 す る。
『変数1 .装 飾 を多 くして人 目
を惹 く服装 が成功 した時代 があ り,
またそれが きび しく禁 じられた時
代 がある。写真(2)の中世の男 女の
服装 と,写 真(3)のフランスの ロ コ
コ時代 の婦 人の服装 を比較す ると
よくわか る。
写 真3.フ ラ ン ス の ロ コ コ 時 代 の 服 装
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変数II.同 じ人 目 を惹 く服装で あ っ
て も,人 体 を強調す る場 合 と衣服 を強
調す る場 合 とがある。写 真(4)の銅像 の
着 てい る ドレイパ リーは ギリシャの神
々 しい猟 人 にピ ッタ リあ つて いて,人
体の形 を魅 力的 にあ らわ し,人 体 自身
がもっ魅 力以 上の もの を あた えて い る。
もっと豪華 で,し かも同 じ目的 にかな
うコスチューム もあ りうるわ けで あ る,
写 真(5)の豪華 で装飾 的 な装具 が大部分
裸体 の着用者 の肉体 を浮立 たせて いる。
この場合装具 の色 を重 く出す ことは避
けね ばな らない。一 方衣服 自体 を強調
写 真5.舞 台 衣 裳
写 真4.ギ リシャ猟 人の服装
す る場合 の ものは公式宮廷 服 によ
く見 られる。写 真(6)のル イ14世の
姿 は贅沢 なブ ラ下 り物 を剥 いで し
ま うと貧弱 な もの になって しま う。
これ をみ る と人体 は衣裄掛 にす ぎ
ない よ うに思 われ る。以上 は極端
な場 合で あるが勿 論 これ ら両極 端
の間 には段 階 があ り,そ れ に合せ
て流 行は変化 の鐘 を鳴 らす。
変数IIL近代 に なって第IIIの変
数 があ らわれ た。 とい うの は第一
次世 界大戦以来,青 年の存在 が 目
立 って きたか ら。 そ して成年 も青
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年 の理 想 を象徴 す るかの
如 く,シ ョー トスカー ト
や簡 単 なデザ イ ンの衣 服
を採 用す るよ うになった。
しか し過去 にお いては今
日よ り成 年の婦人達 は社
会 的 に高 く評価 された。
従 って流行 は成熟 した姿
を理 想 と した もの で あっ
た。
変数IV.流行 の あ らゆ
る変数 の中で最 も明 らか
で重要 な ことは体 の部位
に関す るもので あろ う。
中世の 大部分 は婦 人の 衣
服 を禁 欲主義的 な調子 の
写 真6.ル イ14世 の 服 装
abcd
写 真7.
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もの に した。 女性 の特徴 をあ らわす胸 を目立 た ない よ うに し,こ のた めコーセ
ッ トで胸 のふ くらみ をお さえた。
ルネ ッサ ンス時代 になると禁欲 的 な傾向 は姿 を消 し,エ ロテ ィックな調子 が
あ らわれ は じめた。ル ネ ッサ ンス初期 には,写 真(7)の(a)のように婦人の服装 は
腹部 に興 味の 中心 がお かれ,腹 部 が 目立つ よ うにつ くられ,・あたか も妊娠 を思
わせ るよ うで あった。
18世紀 には腹部強調 が廃 止 され,胸 部 や臀部 を強調す るため,硬 い コーセ ッ
トの使 用 がは じま り,こ れで腰 を きっ く縛 ってハ イヒールの靴 が用 い られた。
そして写真(7)の(c)のよ うにス カー トの部分 は大 波の ゆれ るよ うに嵩張 った もの
になった6ま た19世紀 後半 には臀部 の強調 がみ られ,写 真(7}の(d)のよ うなス タ
イル になった。
現代 においては興昧 の中心 が驅幹部 か ら四肢部 に移 った。袖 は腕 の優 美 な線
をあ らわすた め,ノeス リー ブになった り,タ イ トス リーブ になった りした。
幾 世紀 もの間 か くされていた下肢 はや っと覆 い もの か ら出て きて,婦 人達 も二
本脚で あ ることを示 した。 この四肢 の強調 の中 に我 々 は若 さをみ る ことがで き
る。』と,彼 の言 わん とす るところの概 要 は以上 の通 りで あ る。.FlUgelの著 書
は初 版 が1930年の発行 で あるか ら,今 か ら40有余年前 にな る。今 日の流 行 は さ
らに増 々若 さの強調 に重点が おかれ,人 体 を強調 し,四 肢 の露 出の程度 が幼稚
さにまで発展 して きてい る。
1V要 約
以上要約 す る と,流 行は社会生活 において変化 が容 易 に起 り うるよ うな社会
制度の もとで は存在す るが,固 定 した社会制度 の もとで は見受 け られ ない,と
は学者達 の共通 した見 解であ る。 そ して慣 習 との相違 は,流 行 が変化 す ること
自体 にその特 徴 をも ち流動 的で ある こと,し か しfadと は異 なり,流 行 は歴 史
の流 れの中 に存在 し,流 行 現象 は時代 の文化 を象徴 して い ること,な どがその
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本質 としてあげ られ る。
被服 の流行 において,そ の起 原 が流動的 な階級制度 の社 会 に発 し,人 間の新
奇 を求 め,個 性 を発 揮 したい と望 む気持 に基づ いて流行 が創 り出 されて伝播 し,
社会生活 を支 えてい る人間の模倣 と競 争 とが流 行の存在 を推進 してい る。流 行
の過 程 における問題 と して,フ ィー リ ングの問題 ・時代の価値 観 の問題 が提起
されて いる。
被 服の流行の 考察 の中 に,流 行 に対す る社 会心理 学的理 論 が結論 され る。そ
の第一 は,Simmelの流 行 におけ る社会的 同調性 と個性化 の矛盾 の分析 で あ る。
それは流行 が新奇 を求め,差 異 を求め,個 性化 を求め る人 間の要求 を満 足 させ,
同時 に社会的適合 と行動 の一 致 をっ く り出 し;そ して形成 され た流行 は社会 に
おいて,あ る性格 を完成 す るものであ るとい うこ と。 この 前者の要 求は人 間の
自己主張 の本能 に基づ いてい るこ と。Anspachは現代 の流 行 の構 造 を,"文 化
的環境"と"人 間 の要求"と"流 行 品の製造"の 三要素の 円運 動 として把握 し
てい ること。 な どが主 な るもので ある。
最後 に,服 装の流行現 象 につ いてFIUgelのユニ ー クな分析 を紹 介 した。 そ
れは種 々の変数 を設定 して,流 行 はそれ ら変数 の関数で あ る,と してい るこ と
で あ る。
以上,被 服の流行 を俎上 に して,流 行の社会心理 学的見地 か らの 考察 を展望
したわけで あるが,社 会集 団の行動 と流 行の関係,流 行の姿 の特徴(多 少 は触
れたが),流行 の周期の問題,流 行 と購 買動機 との関係,そ の他 多 くの問題 を残
して,こ の稿 を終 る。
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